
 
 
 
 
 
 
◆東京都環境影響評価条例について 
 ふじみ新ごみ処理施設は、東京都環境影響評価条例に定める対象事業に該当するため、環境影響評

価調査計画書を作成し、東京都へ提出しました。今後、同条例に定める手続きを実施してまいります。 

 

都民 ふじみ衛生組合 東京都 
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※ 今回行う説明会は、調査計画書の内容を周知するために、ふじみ衛生組合が自主的に行うものです。 
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◆施設計画について 
事業計画の概要 

項 目 内 容 
所在地 東京都調布市深大寺東町七丁目 50番地 30外 
敷地面積 約 2.6ha 
処理能力 約 300トン／日（約 150トン／日・炉×2基） 
処理方式 全連続燃焼式（ストーカ炉） 
主な建築物等 工場棟（高さ約 35ｍ）、煙突（高さ約 100ｍ） 
工事着手年度 平成 21年度（既存建物解体撤去工事から開始予定） 
供用開始年度 平成 25年度（予定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◆排出ガス濃度自主規制値（国の基準と同等以上） 
項 目 本計画設定値 国の基準 

ばいじん 0.01g/m3N以下 0.04g/m3N以下 

硫黄酸化物（SOx） 10ppm以下 66.67m3N/日 
（46ppm以下） 

窒素酸化物（NOx） 50ppm以下 250ppm以下 

塩化水素（HCl） 10ppm以下 700mg/m3N以下 
（430ppm以下） 

ダイオキシン類（DXNs） 0.1ng-TEQ/m3N以下 0.1ng-TEQ/m3N以下 
水銀（Hg） 0.05mg/m3N以下 － 

粗大ごみ処理

施設（旧施設）、

管理棟、調布市

クリーンセン

ター等を解体

撤去した後に、

整地して、新ご

み処理施設を

設置します。な

お、資源化施設

は継続使用し

ます。 

注）本計画設定値及び

国の基準等は、乾き

排出ガス量ベース、

酸素濃度 12%換算値
を示します。 
  国の基準にある硫

黄酸化物及び塩化水

素の規制値のカッコ

内は、体積濃度換算

値を示します。 



◆車両計画 
 ごみの搬入時間は、土曜日・日曜日及び年末年始を除く平日の午前 8時から午後 6時までとします。
ただし、火曜日と金曜日は、午前 0時から午前 5時まで、夜間収集ごみを搬入します。 
 新ごみ処理施設への車両の出入りは、東八道路からの左折入場、左折出場を原則とします。 

関係車両の種類及び1日の走行台数（片道） 
種 類 使用する車両 走行台数 備 考 

可燃ごみ収集車両 2～4トンパッカー車 平均約 190台 
最大約 310台 新規に発生 

不燃ごみ・粗大ごみ 
資源物収集車両 

2トンパッカー車 
2トントラック 

平均約 120台 
最大約 200台 

既に運行中 
（資源化施設） 

焼却灰の搬出車両 
10トンダンプトラック
（天蓋装置付き） 

10トンタンクローリ車 
平均 4～5台 新規に発生 

資源物の搬出車両 10トントラック 等 平均 12台 既に運行中 
（資源化施設） 

 
◆工事計画 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

既存建物解体撤去工事

造成工事

土木工事（基礎工事）

建築工事（躯体工事・
煙突設置工事）

機械設備工事

外構工事

試運転

供用開始

年　　度

解体・
造成工事

建築・
プラント
工事

 
 
 
◆環境影響評価項目の選定 
 大気汚染、悪臭、騒音・振動、土壌汚染、地盤、水循環、日影、電波障害、景観、廃棄物、温室効

果ガスの 11項目を選定し、今後、環境影響評価を実施します。 
環境影響評価項目の選定 
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工事の施行中 ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事の完了後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：環境影響評価項目として選定する項目  

◆予測事項について 
 工事の施行中 
環境影響評価項目 影響要因 予測する事項 

建設機械の稼働 浮遊粒子状物質、二酸化窒素 大気汚染 

工事用車両の走行 浮遊粒子状物質、二酸化窒素 

建設機械の稼働 建設作業騒音・振動 騒音・振動 

工事用車両の走行 道路交通騒音・振動 

土壌汚染 土地の掘削 土壌汚染物質の土壌中の濃度 

地下水への溶出の可能性の有無 

汚染土壌の量 

地盤 土地の掘削 地盤沈下の範囲及び程度 

地盤の変形の範囲及び程度 

水循環 土地の掘削 地下水の水位、流況の変化の程度 

廃棄物 既存建築物等の解体撤

去 

建設発生土、建設工事に

伴う廃棄物の発生 

特別管理産業廃棄物（飛散性アスベスト）の排出量 
石綿含有廃棄物の排出量 
廃棄物（コンクリート塊、金属くず等）の排出量 
汚泥の排出量 
建設発生土の排出量 

 工事の完了後（施設の供用時） 
環境影響評価項目 影響要因 予測する事項 

施設の稼働（煙突からの

排出ガス） 

二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、二酸化窒素、ダイオキシン類、

塩化水素、水銀 

大気汚染 

関係車両（ごみ収集車両

等）の走行 

二酸化窒素、浮遊粒子状物質 

悪臭 施設の稼働 臭気指数 

施設の稼働 工場騒音・振動 騒音・振動 

関係車両の走行 道路交通騒音・振動 

地盤 地下構造物の存在 地盤沈下の範囲及び程度 

地盤の変形の範囲及び程度 

水循環 地下構造物の存在 地下水の水位、流況の変化の程度 

日影 施設の存在 日影が生じることによる影響に特に配慮すべき施設等にお

ける日影となる時刻、時間数等日影の状況の変化の程度、冬

至日における日影の範囲、日影となる時刻、時間数等の日影

の状況の変化の程度 

電波障害 施設の存在 建築物等の設置による遮へい障害及び反射障害（地上デジタ

ル波放送・衛星放送対象） 

景観 施設の存在 主要な景観の構成要素の改変の程度及びその改変による地

域景観の特性の変化の程度 

代表的な眺望地点からの眺望の変化の程度 

圧迫感の変化の程度 

廃棄物 施設の稼働に伴う廃棄

物の発生 

廃棄物（焼却灰（主灰）等）の排出量 
汚泥の排出量 
特別管理産業廃棄物（飛灰）の排出量 

温室効果ガス 施設の稼働 温室効果ガスの排出量またはエネルギーの使用量の程度及

びそれらの削減の程度 

 
 

 
 

この資料についてのお問合せは... 
 ふじみ衛生組合新施設建設準備室    東京都調布市深大寺東町七丁目 50番地 30 
                    電話：０４２－４９０－５３７４ 


